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i寺崎修教授退職記念号刊行の辞　寺崎修先生は本年三月に武蔵野大学をご定年になりご退職されました。ここに先生のご退職を記念して『武蔵野法学』を「寺崎修教授退職記念号」として刊行し、僭越ながら、先生に献呈させていただきます。この
『武蔵野法学』は、寺崎先生の学長時代に、先生の肝煎りで創刊されることになりました。その意味で、 『武蔵野法学』をこの度「寺崎修教授退職記念号」として刊行できますことは、私たち後学のものにとってたいへんな喜びであります。　
これまで私たちはさまざまな機会に陰に陽に寺崎先生のご指導をいただき今日に至りました。また、私たち
にとって、先生のリーダーとしてのお姿は常に遠くから見上げる鑑でもありました。先生がご退職され、日々の謦咳に接することができなくなったことは、心の中に空洞ができたような感さえい します。一抹の寂しさも感じられます。寺崎先生、これまでご指導ありがとうございました。　
さて、寺崎修先生は、周知の通り、武蔵野大学学長を二期八年間お勤めになられました。この間先生は本学
発展のために多大なご業績をお残しになり した。その一端をここ ご紹介申し上げます。　
まず、先生は二〇〇八年に学長になられると同時に政治経済学部開設を実現されました。先生は武蔵野大学
の社会科学系学部が弱小であること 常々ご心配されておられました。寺崎先生は、学長ご就任以前 でに理事会 一員として二〇〇三年度からの本学の共 化にご尽力されてきました。そのとき以来、本学が、共学化
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以降、伝統校と伍していくためには社会科学系学部および大学院の規模の拡大と、教育の質の向上が不可欠の前提条件であるとのご主張を機会ある毎に繰り返し語っておられました。その意味で、政治経済学部の開設は、先生ご自身の大学改革 目標達成に向けた最初の第一歩と位置づけることができるのではないでしょうか。　
寺崎先生は、また、学長ご着任早々に、ご自身が陣頭にたって文部科学省に出向き、政治経済研究所設置を
実現されました。研究と教育の一体性の主張も先生の持論のひとつです。学士課程教育と研究所の研究との距離は極めて大きなものがあるのは自明のことです。しかし、そ 間の距離を少しでも縮め、研究を教育現場に還元して、教育の質の確保・向上を実現する も先生の夢 ひとつでした。先生のご尽力により政治経済究所設置が実現したことで、本学は、ようやく社会科学系の教育を行なう最低条件 そろえることができました。　
寺崎先生は、二〇一〇年、ご自身のリーダーシップのもとに、大学院政治経済学研究科、環境学研究科、看
護学研究科の三研究科の修士課程開設にも踏み切られました。二〇一二年 これに加え、言語文化研究科修士課程も設置されました。二〇一三年に政治経済研究科、看護学研究科 加え、仏教学研究科に博士後期課程が設置されましたが、これも先生のお力がなければ実現いたしませんでした。大学院のこうした充実 よって、先生が日ごろからお考えになっ いた研究と教育 相互連関が本格的に実現したといえる 思います　
寺崎先生が学長として、最後になさった大きなお仕事が、法学部と経済学部の開設でした。二〇一四年四月
のことです。社会科学系学部の拡充および質の向上という先生 願 がここに姿を現したと評 てよいでしょう。先生はすでに学長ご着任前 、法学部設置 夢を語っておられました。慶應義塾大学法学部ご出身で、母校の法学部教授を長くお勤めになっ 先生にとって、武蔵野 学への法 部設置 、武蔵野大 が正真正銘
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の共学総合大学として再出発し、首都圏や関西圏の大規模伝統校と伍していくための象徴的実践だったと言ってよいのではないか 拝察しております。　
またこの間、日本全国の大学がグローバル人材育成の大きな波に洗われるという事態にも直面いたしまし
た。こうした大波に対しても、先生はグローバルコミュニケーション学部の開設や国際センター、グローバルスタディーズ研究所 設置 ど、まさに時宜を得た対応をしてまいりました。　
もとより、二〇一二年度四月の武蔵野大学有明キャンパスの開設自体が、寺崎先生の国際的視野がなければ
実現しなかっ ことです。羽田空港に至近の立地であり、フジテレビはじめ、日本のトップ企業が集まる臨海副都心部、日本のなかで「アメリカに最も近い場所」にキャンパスを購入するという大胆な発想で周囲を説得したのも先生ご自身でした。この決断はグローバル化に対 積極的に打って出る必要性をご認識になったリーダーとしての先生のお考えに基づくものでした。　
寺崎先生は、学長時代を通じて、お忙しい日々のお仕事にもかかわらず、ご自身が設置にご尽力された武蔵
野大学政治経済学部および法学部の一員と て「日本政治思想史」の授業 ご担当になられ と同時に、大学院政治経済学研究科におい も長年「日本政治史特論」 授業をご担当 れてきまし 。また、先生ご自身のリーダーシップにもと 設置された政治経済研究所 所長として、研究所活性化にご尽力されてまいりました。現在研究所は、 員・客員研究員あわせて百名を越える大所帯 なりました。また 年四回の研究フォーラム開催、年二回のシンポジウムの開催、年二回の『政治経済研究所年報』 発行、同じく 二『武蔵野法学』の発行、 『政治経済研究所通信』の年二回の発行など、活発な研究および啓蒙活動を行なっております。
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このように寺崎先生は、学長の激務を全力で全うされると同時に、教育、研究のすべての分野において、武
蔵野大学発展のために先頭に立って活動されてこられました。先生のお力のお陰で研究所も立派に成長してまいりました。今後は、法学部教員一同、研究と教育を通じて、先生の築かれた基礎の上に堅固な建物を構築する努力を日々重ねてまいる決意を堅くしております。今後とも温かな目で私たち後学の努力をお見守りいただければ幸 に存じます。　
寺崎修先生は、現在、日本法政学会理事長の要職をお勤めになっております。末筆ながら、先生が、今後ま
すますご健康で日々 お過ごしになり、ご研究におい も、いっそうの進展とご活躍をなされることを念じております。　
寺崎先生、あらためまして 今日までのご尽力とご指導に厚く御礼申し上げます。
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